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細長型船型 の 抵抗性能 につ い て

シ 1丿
一 ズ 64 船型デー

タ に よる評価

1．は じめ に

　国内輸送の モ
ーダ ル シ フ トや それ に 伴

う 船の 高 速化 等 に 関 連 して 、新型 式 高 速

船艇 が 提案 さ れ、実現 して い る 例 も あ る。

こ れ らの 船体 はア ル ミ ニ ュ
ーム軽 合 金 製

の 従来 に な い 細 長 い 形 状が 採 用 され て お

り、流 体 力学 の 面 か ら見 れ ば、重 量 を減

ら し、肥 瘠度 や 排 水量 長比 を下 げ て、造

波 抵抗 を 小 さ くす る とい う単 純 かっ 確 実

な 方 法 を 押 し進 め た結 果 と考 え ら れる。

こ の よ うな極 端 に細長 い形 状 で 、フ ルー

ド数 の 高 い 船 型 の 性能 評価 に お い て 、商

船 や高 速 艇 を対 象 す るチ ャ
ートの よ うな

まと ま っ た例 は 少な い。

　本稿で は 米国テ イ ラ
ー
水槽 に て 実施 さ

れ た 長 さ ／ 幅 比 が 8 ．5 か ら 18 ．3 、排

水量 長 比▽ ／ L 三
× 102 に て 0，04 〜

0 ，2 と い う 細長型 の 高速船 型 に 関す る

試験結果 に つ い て 紹介す る 。詳 し く は 、

資料 （D を参照された い 。

2 ． デ イ ラ
ー

水 槽 シ リ ー ズ

　　 64 に つ い て

　 本 シ リーズ は 高 速 艦 艇 を 対 象 とす る

船 体 形 状 で 、長 さ／ 幅 比 （L’／ B ）、

方 形肥 瘠係数 （Cb ） お よび 排 水量 長 比

（△
’

／ （O ．01 × L’） ヨ 〉 お よ び 幅／

喫水 比 （B／ d） を変 え たシ リ
ー

ズ 船 型

を計 画 し、長 さ 10 フ ィ
ートの 模 型船 に

よ る抵抗 試 験 を行 っ て い る。それ ぞ れ の

表一1　 シ リーズ64 船型 パ ラ メータ

Cb 0．350 ．450 ．55
B／d＝2 △

’
／（0．01Ll）3354555

2532 ．540
152025

B／d＝3 △
’
／（0．01L）3354555

2532 ．540
152025

B／d＝4 △
’
／（0．01L）ヨ 354555

2532 ．540
152025

注　　　　（1）　△
’
〆（O．01LI）’×34．977 × 10E＝▽ 〆Li

　 　 〔2）　Cp
＝0．63

数 値に つ い て は表
一1を 参 照 され た い。

な お、横 切 面積 係 数 （Cp ） は
一

定 と し

て い る。

3 ．剰余抵抗係数 に つ い て

　参考資 料 に お い て は 、剰余抵抗 （Rr＞

を Schoenher「 の 摩擦式を 用 い て 求め 、

模型船の 排水量 （△ ） と の 比 （Rr／ △ ）

を 速 度長 比 （Vs ／ UILτ ） と の 関 係 で 示

して い る 。 な お、Vs は ノ ッ ト、「 は

フ ィ
ー

トで 表わ されて い る 。 又 、乗1」余 抵

抗 係数 （Cr ＝Rr ／ 1
／2 ρ Sv2 ） を求 め

て 整理 して い る 、

　 データ の 中 か ら 、B／ d ＝2 お よび 4

の 場合 に つ い て 、排水 容積 （▽ ） の 2 ／

3 乗 を 用 い て 求 め た 剰 余 抵 抗 係 数

（Cr＝Rr ／ ／2P ▽ 2／ s） を速 度 長 比べ
一

ス に プ ロ ッ トし整 理 した 。図
一1お よび

2 を参 照。

4 ．検討およ び例題

　剰余抵抗係数 と 排水量 長比 の 関 係 を調

べ るた め に、図
一1お よび図

一2 よ り、

フ 丿レ
ー

ド委攵　hx
’
0 ．6 、　0 ．8 、　1．0 、　1．2

に お ける 剰余抵抗係数の 値を 読 み と り、
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図一1　剰余抵 抗係数 曲線 （1）

4

排水 量長 比 べ
一

ス に プロ ッ トした。図
一

3 参 照。方 形肥 瘠 係 数の 異 な る船 の デ
ー

タの 間 に 、バ ラ ツ キ は あ る が 剰 余 抵抗 係

数 は 排水量 長 比に 比例 して お り、フ ル
ー

ド数 が 0 ．6 〜0 ．8 の 範 囲 で は そ の 影 響

が大 きい 。 例え ば、船長 90m の 船の 3

5 〜40 ノ ッ トの 速力は 、フ ル
ー

ド数で

0 ，6 〜0 ，7 で あ り、軽量 化と 細長 型 の

瘠せ た 船型 の 採用 が 推進 性 能 向上 に 効果

が あ る 。 船長 35m 程度で 速力40 ノ ッ

トの 速 力 は フ ル
ー

ド数 で 1 ．1 で あ リ、

排水 量 長 比減 少 の 効 果 は 若 干 減 る 傾 向と

な る 。

　 次 に 以上 の データ を用 い て 、最 近 公表

さ れて い る 大 型高 速 客艇 （単 胴 艇 及 び 双

胴 艇 ） に つ い て、必 要 な 馬 力 を推 定 し、

そ れぞ れ に 搭 載 され て い る 主 機の 合 計 出

力 と 比 較 した 。表
一2 及 び 図

一5 参 照。

な お、全 ケ
ー

ス に っ い て Cb ＝0 ．4 と

仮定 し、ケ
ー

ス に よ り、Cb ＝0 ．5 と

し た 計 算 も 行 っ て い る 。推 定 馬力 は 単胴

艇で 深 さ （D ）が 4 、2m か ら 5 ．6m 、

表
一2 の 中の 深さ の 小 さ なケ

ー
ス で は、

実船 搭 載主 機 出力 と 良 く合 う が 、深 さ が

9m 程 度の 単胴艇及 び 双胴 艇で は Cb ＝
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図一2　剰余抵抗 係数 曲線 （2）
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図一3　剰余抵抗係数 と排水量
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図一4　浸水面積推定 図

0 ．45 あ る い は O．5 とす る と合 い が 良

く な る傾 向 が 見 られ る。な お，浸水 面 積

は シ ル
ー

ズ 64 船 型 デ ータ を 整 理 した

図
一4 によ り、剰余抵抗 係数 は図

一3中

B ／ d ＝4 の ケ
ー

ス よ り、また 、摩 擦 抵

抗 は Schoenherrの 式 を 用 い △ Cf＝0．0と
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し て 求 め て い る 。双 胴 艇 に お い て は、単

胴 同 志 の 干 渉 は 考慮 して い な い 。全 体 の

推進効 率は EHP／BHP ＝0．65 と し てい る

が、比 較 的効 率 の 良 い ウ ォ
ー

タ
ージ ェ ッ

トの 効 率 と同程 度 と考 え て い る 。重 量 関

係 の デ ータ が加 わ る と検討 の 精度 も 上 る

と考 え られ る が、上 記 程度 の 数値 をも と

に 大 略 の 推 進 馬 力 を評 価す る 上 で 有 用 と

考え られ る。

5 ．おわ りに

　本デ ー
タ は 、高速艇の

FI

生能 に 関係 の あ

る 人々 に は衆知の も の であ り、有効 に活

用 され て い る と 考え ら れ る が、細長 型 船

をべ 一
ス とする新型 式船が 1つ の分野 を

切 リ開 きつ つ あ る現 在 に お い て 、約 30

年前 の 論 文 を見 直す 事 は 意 義 あ る も の と

考え 、こ こ に掲載 した次第で あ る 。
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表一2　 大型 高速 船 の 性 能 評価

単胴 船

船 ABCDEF

L（m ） 101．896 ．266 ．41 】2．Q94ρ 102．0
B（m ） 14．514 ，510 ．915 ．016 ．515 ．0
D （m ） 9．58 ．94 ，25 ．64 、65 ．2
d（m ） 2．12 ．12 ．O3 ，02 ．72 ．4
速力 （kn。ts） 433532353640

馬力 （PS） 38DOO29360］216D280DO3264032640

Cb 0、400 ．400 ．400 ．40O 、40 ○．40
△ （t） 12711209593206617171506

推定 馬力 （PS）3226319129101352745731642315旧

Cb 0．500 ．50 一 一 一 　

△ （t） 15891512 一 一 一 一

推定 馬力 （PS）4211424128一 一 一 一

双胴船

船 abC

L（m ） 78．676 ．659 ．9
B （m ） 23．O21 ．1517 、5
b （m ） 8D7 ．o6 ．0
D （m ） 7．25 ．5
d（m ） 2．43 ．O2 ，0

（D 摩擦抵抗 式

　　Sch6nherrの 式

（2）△ Cf二〇．0
（3）推進効率

　　　η 日
≡0．65

（4）双胴船

　　各単胴船間の

　　干 渉を 無視

（5＞b≒ Bβ

速力 （kn。 ts） 363637

馬 力 （PS） 295303102D17657

Cb O．400 ．400 ．40
△ （t） 12371319589
推 定 馬 力 （PS）238192556115145

Cb 0．500 ．500 ．50
△ （t） 15471649736
推 定 馬 力 （PS）320803293519140

40000

公 30000
表
馬
力
　 20000

10000

｛PS ｝ A 　 　 　 A

　 　 　 FE

B 　 b　　ba

　 Da

　 C　　c 　　　 Gb 単胴 船 双胴船

　 　 　 　 　 e．4　 o 　　 ム

9　 　 　 。．5 ・ 　 ▲

　
00
　 10eOO 　 20000300QO 　 4eOOO

　 　 　 　 　 　 推定馬力 （PS ｝

図一5　推定 馬 力 と公 表 馬力の 比
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